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(a) 目立つ物体 (b) (a)の Saliency map
(c) 目立たない物体 (d) (c)の Saliency map














を生成する．大きいスケール c と小さいスケール s のスケール
間差分画像 C(c; s)を次のように求める．
C(c; s) = jC(c)	 C(s)j (1)
　 (c 2 2; 3; 4， 2 3; 4，s = c+ )
　 (	：2 枚の画像を同サイズに拡大し，画像間で対応する画素ごとに差を求める演算処理)
顕著性画像 S は以下のように生成される．
S = 4c=2 c+4s=c+3 N(C(c; s)) (2)
愛知県立大学大学院情報科学研究科 平成 25 年度 修士論文要旨





最後に，顕著性画像 S において，注目領域内の顕著度 R，総合










　 (Hc(I):輝度値 I における注目領域のヒストグラムの値)


















り 2 番目の物体の方が顕著性が高くなるように Object(2) のカ
ラーチャンネルを調節する．
まず，各カラーチャンネルの顕著性画像を生成する．次に，座








　 (N :Object(n) 内の画素数)
Object(1)と Object(2)内の平均輝度差 D が Object(2)のカ
ラーチャンネルの調節量を決める基準となる．
D = IObject(1)   IObject(2) (5)
各チャンネル画像の平均画素値が 0～255 になるように Ob-





(i; j) = F (i; j) + 　　 (untilD0 =  D) (6)
図 5(a)では，上のヘリコプターが Object(1)，下のヘリコプ
ターがObject(2)となる．RGB色空間の平均顕著画像における
各 Object内の平均輝度値 I は，IObject(1) = 155，IObject(2) =
128 なので，D = 27 となる．IObject(2) > IObject(1) となり
D =  27 になるのは，R0 = R + 152 のときで，出力結果は
図 5(b) となる．図 5(c) は，画像加工前 (before) と画像加工後
(after) の顕著性の値 I の変化を表し，黄色は Object(1)，赤色
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